
           

 

 

 

 

 

 

 

 

質問： 日本で初めて万博が開幕した日と全会期の総入場者数を知りたい。 

回答：2025年に大阪で 2度目の万博が開催されました。OPAC（検索機）で大阪万博をキーワードに検索

すると、606.9-ﾋ『大阪万博 20世紀が夢見た 21世紀』が見つかりました。P.6～7「『大阪万博』概要」

に開催年 1970年、開会式 3月 14日、入場者総数 6421 万 8770人と確認できました。巻末の資料には、

会期中各日の入場者数、迷子の人数や売店の売上等のデータも掲載されており興味深いです。R606.9『日

本万国博覧会公式記録写真集』では、P.498「日本万国博覧会概要」に開催年・開会式日付・総入場者数

が掲載されています。日本で初めての事柄を調べる時には、R210.6『初のことがら年表』が便利です。

明治時代から現代までの日本での「はじめて」を年表にまとめたものです。索引を確認すると、オの項

目に「大阪万国博覧会」、ハの項目に「万国博覧会～大阪」が見つかりました。どちらも昭和 45年（1970

年）3 月 14 日とあります。該当のページを見ますと、「日本万国博覧会開幕」とあり入場者数もわかり

ました。日本の昭和・平成のできごとは、R210.7『完全版 昭和・平成史年表』でも調べることができ

ます。 

 

質問： バージニア・リー・バートンの『ちいさいおうち』の挿絵に月の満ち欠け表がある。この表が日本

の初版本だけ違っていると聞いた。本当か。 

回答：019.5-ト『絵本の歴史をつくった 20人』（鳥越信/編・創元社・1993）のｐ.11に以下のような記

述がありました。「私が最初に担当した絵本は、アメリカの V.L.バートンの傑作『ちいさいおうち』だ

った。先輩たちにいろいろと教わりながら、無事に出版にこぎつけ、ほっと肩の力が抜けたころ、小学

校一年生の男の子から手紙をもらった。それによると、『ちいさいおうち』にでてくる月の満ち欠けカレ

ンダーは、その子が学校で習ったのと逆だがなぜか、というのである。」 

『ちいさいおうち』の日本の初版本は、縦組みで構成されました。原書は左開き横組みで、全体の構図

は左から右へと流れていましたが、それを右開き縦組みに組みなおした際にすべてを逆にしたために挿

絵も反転してしまったのです。 

町田市立図書館には『ちいさいおうち』の初版本はありませんが、岩波書店のホームページで初版の挿

絵が反転していることが確認できます。岩波書店ホームページの説明によると、1981年に原書にならっ

て横組みに改版し、右開きから左開きになり、挿絵の向きも変わったそうです。 

https://www.iwanami.co.jp/kodomonohon/ （2026年 1月 6日確認） 
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請求記号 R291.03 

タイトル 世界の中の日本地図 

著者・出版者・出版年 ジェイソン・C・ハバード 柏書房 

概要 西洋で描かれた日本地図の、変遷をたどる一冊。 

マルコ・ポーロの『東方見聞録』の記述をもとにした、非常にあいまいな地図

からはじまった、西洋での日本地図。日本への上陸や、測量技術の発展、日本

製地図による発展により、正確なかたちに近づいていくようすが面白いです。 

請求記号 R295.3 

タイトル DELORME® ATLAS & GAZETTEER PAPER MAPS 

著者・出版者・出版年 Delome・2020～2025 

概要 アメリカの地図です。縦 40 ㎝の大判で、州ごとに冊子になっている詳細な道

路地図です。 

レクリエーションサイトや釣り場、狩場、キャンプ場などの情報も載っており、

アメリカらしさを感じます。 

中央図書館 5階 20番棚の地図の棚にあります 

レファレンスコーナーより 

ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＣＯＲＮＥＲ 

「きて、みて、図書館！調べもの講座」を開催しました！ 

どうやって調べたらいいかわからない。そんな時は、レファレンスカウンターへ。 

資料探し、調べもののお手伝いをいたします。ご利用をお待ちしています！ 

町田市立中央図書館  レファレンス担当 ２０２６．２ 
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 利用者の皆さまに、「図書館の達人」になっていただい

て、より一層楽しく図書館を使いこなしていただくための

講座。昨年 11月に開催いたしました。 

 

 参加者は残念ながら少なめでしたが、その分、ていねい

に図書館員の小ワザをお伝えできたと思います。 

参加者の方々からも活発にご質問があり、演習問題に

も果敢にチャレンジしていただきました。『調べもの』への

ご理解を深められたのではないかと感じております。 

 参加者の方々からは、「一生手に取らなそうな本が、ある

疑問を解決するのにとても役立つということが目からウ

ロコでした。」とか「長いかと思ったら、あっという間でし

た！」などの感想をいただきました。 


